
令和7年度【見直し】中島校区社協行動計画書 中島校区社会福祉協議会

・令和7年度作成の地区防災計画の内容確認を促していく
・地区防災計画を活用した防災備蓄品の確保を促す
・防災備蓄品のローリングストックを呼び掛ける

・地域版ハザードマップ未作成の町内に対し早期作成を促していく
・地区防災計画と自主防災クラブのリンク活動を働きかける
・防災訓練や防災研修の開催と訓練研修への積極的参加を促す

・避難行動要支援者の状況把握と安否確認の体制の早期確立を目指す

・地区防災計画の活用状況の確認を各種会議やイベントの中で定期的に実施
・各種会議やイベント、防災訓練の際に防災備蓄品の確保を呼び掛け
・各種会議やイベント、防災訓練の中で備蓄品のローリングストック法を周知

・防災訓練の中で防災家族会議の実施とタイムラインの策定を提案
・地域版ハザードマップ未作成の町内に対し早期作成にむけたフォロー実施
・各種防災研修や防災訓練への参加呼び掛け

・民生委員や自治会長等と協力し避難行動要支援者情報の実情共有
・避難行動要支援者の避難方法や安否の確認を行い、避難支援体制を構築

・長く続いてきたイベントがコロナ禍以降再開できていない
・主要道路熊本港線等での暴走族問題が解消されていない

・持続可能なイベントの開催を模索していく
・暴走族による騒音対策を解消すべく対策を講じていく

・町内ごとの空き家の実態把握に濃淡がある
・各町内空き地の整備状況の把握ができていない

・実態把握を確実に行い、空き家や空き地の管理に関する知識習得の機会を
設ける

・常日頃から地域役員候補者の洗い出しを継続的に行っていく

・各種団体の活動状況の把握を定期的に行う
・各種団体役員間の交流を積極的に促していく

・各種団体役員による合同打合せ開催を働きかけ、各種団体間の連携強化の後押し
・他校区の各種団体役員の報酬に関する情報収集を行い、役員報酬設定を協議
・「中島校区20歳の集い」などイベント開催を通し、地域活動に対する理解促進

・未開催のイベントを主管する各種団体に働きかけ開催を促し、地域住民の交流とふれあい
の場を確保
・暴走族による騒音対策について、南警察署に協力要請

・空き家や空き地に関する勉強会（市の出前講座等活用）を実施

行動計画

・一人暮らし高齢者宅を中島小児童と民生委員が訪問し、児童の手紙と花鉢のプレゼント
・敬老会及び中島コミセン福祉まつりの定例開催と内容充実
・長期入院者等に対する民生委員による年末助け合い見舞金の配布訪問
・隣近所の見守り、声掛けの必要性についての啓発活動実施

・認知症に関する勉強会、研修会の開催（認知症サポーター養成講座等）

・町内単位で実施している健康サロンの利用促進と内容の充実
・健康サロン等における健康に関する情報提供の定例実施
・健康サロンの実施町内の拡大
・老人会と子ども会との夏休みラジオ体操の実施

・AIデマンドタクシーの利用促進のためタクシー利用方法の勉強会の定例実施
・生活実態調査と利用者ニーズを把握し、免許返納後の移動手段の再検討
・移動販売や配達が出来る業者の掘り起しと当該業者との連携強化

・障がい者に対する理解を促す学習会の開催
・「ゆたか学園」スポーツフェスタ、秋祭り等への参加の呼びかけ、交流促進

・子育て支援サークル「ひよこクラブ」の徹底周知と内容充実
・子育て世代や転入者等に対し子ども食堂の利用を促し多世代間交流促進

・自治協役員会議に対し各種団体の活動状況把握を確実に行うよう働きかけ

子どもの人権保護
（いじめ、不登校、虐待、引きこ
もりの解消）

子ども、子育て家庭の見守り

子ども、子育て家庭の孤立と貧困
問題の解消
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障がい者に対する理解促進

・認知症についての学ぶ機会を設ける

・気軽に集える場所づくりの確保充実を図る
・体力維持運動の啓発を図るとともに、運動できる環境を確保する

・免許返納後の移動手段を検討し、周知する
・生活実態調査と利用者ニーズの把握に努める

基本
理念

基本
目標

分野

・障がいへの正しい理解が浸透していない
・障がい児や障がい者への対応方法が理解されていない

・障がい者への対応方法について学ぶ機会を設けていく
・「ゆたか学園」等との交流により、対応方法についての理解を促す

地域の環境整備と治安の確保
（持続可能なイベントの定着と騒
音トラブルの解消）

福祉課題 福祉課題の実情 具体的な取り組み

高齢者の孤立防止と社会参加促進

認知症高齢者に対する理解促進

高齢者の体力維持と健康づくり

・日頃からの声掛けや見守りが十分でない
・日頃からの近所づきあいが希薄になりがち
・高齢者世帯や高齢者一人暮らしが増えている
・サロン等がない町内で集いの場づくりが不足している

・認知症に対する正しい理解が浸透していない
・認知症高齢者への対応方法が理解されていない

・気軽に集える場所づくりが十分でない
・健康に関する情報の提供不足している

移動手段減少に伴う買い物難民の
増加

・バス減便に伴う交通手段確保が厳しくなっている
・免許返納後の移動手段確保が難しくなっている
・生活実態調査と利用者ニーズの把握ができていない

・地域住民に対し、日頃からの声掛け、見守りの必要性を啓発する
・各種イベント等への参加を促し、顔の見える関係性をつくる

・子ども応援施策の周知活動が十分ではない
・子育て世代、世代間、転入者等との交流が少ない
・子育て支援サークル情報の提供が不足している

・いじめや虐待等に係る啓発活動を機会を捉えて行っていく
・中島校区の子育て支援サークル「ひよこクラブ」の周知を徹底して行って
いく

・子ども会やPTAと協力し通学路の安全点検と危険個所の確認を行う
・交通安全協会と協力し登下校時に交通安全指導を行う

・子どもの人権保護について回覧板や各種イベントでの啓発活動の実施
・小、中学校の学校行事へ積極的に参加し、いじめなどについての情報把握

・子ども会やPTA、交通安全協会、老人会と連携し登下校中の交通安全指導を継続実施
（高齢者にも参加を促し、高齢者の孤立や社会参加にも繋げていく）
・子ども会やPTAと協力し通学路の危険個所の洗い出し

・子育て世帯に対する子育て支援サークルに係る情報提供が
不足している

・登下校時における子供の見守りと安全確保が十分でない

・こども食堂の利用促進を促していく
・各種レクレーションへの参加を積極的に呼び掛ける
・中島校区の子育て支援サークル「ひよこクラブ」の周知を徹底して行って
いく

・各種会議や研修の中で健康増進に係る時間枠をいただき、特定検診受診勧奨
・特定検診受診勧奨のチラシを作成し、町内回覧板で回覧し受診勧奨
・敬老会やコミセン福祉まつり、ひよこクラブなどイベントの中で保健師による健康増進ミ
ニ研修を実施
・健康いきいきサロン実施町内を、現状の５町内からさらに拡大
・沖新漁協えびすまつりやコミセン福祉まつり等の催しの中で、簡易血糖検査や血管年齢測
定を実施し健康増進の啓発実施

平時における災害への備えと支援
体制の構築

地域住民に対する防災活動の必要
性の啓発

災害時における避難支援体制の確
立

・令和7年度作成の地区防災計画の普及を行う必要がある
・各家庭における防災備蓄品等確保の声掛けができていない

・地区防災計画を活用した各種取り組みを促す必要がある
・各種防災訓練や研修への積極的参加の呼びかけが十分でな
い

・民生委員と連携した避難行動要支援者の避難支援と安否確
認体制が確立されいない

空き家や空き地の徹底管理の呼び
かけ

健康まちづくりの促進

・地域活動に対する住民への協力呼びかけが不足している
・各種団体役員のサポート体制が確立されていない

・各種団体の活動状況の把握が十分にできていない
・各種団体間の連携がほとんどできていない

・40歳以上の特定検診受診率が低い
・肥満の人の割合が男女ともに高い
・血糖値や血圧の高い人の割合が多い
・がんの死亡割合が熊本市平均より高い

・健康増進のため特定検診の必要性訴え、受診を促していく
・各種会議や催しの中で健康に関する校区の状況をお知らせしていく
・健康サロンの開催町内の拡大を図る
・各種イベントやまつりの中で各種簡易検査を実施する

地域役員の担い手不足の解消

各種団体間における連携強化


